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難病患者に共通の主観的QOL尺度の開発
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目的　難病患者に共通と考えられる主観的quality oflife（QOL）を評価するために，難病患者に

共通の主観的QOL尺度の開発を行った。

対象　対象は，厚生省特定疾患治療研究事業で対象となっている疾患とし，予備調査では調査協

力病院（施設）7施設（対象疾患14疾患），調査患者総数247人，本調査では調査協力病院（施

設）8施設（対象疾患15疾患），調査患者総数257人の外来または在宅患者を調査対象とした。

方法　はじめに，難病共通の主観的QOL尺度開発における構成概念を検討し，主観的QOLを

「主観的QOLが高いとは，疾患を持ちながら生活している現状を不安なく受容し，高い志

気をもっている状態」と定義し，66項目のアイテムプールを作成した。次に，3回の予備調

査を行い，アイテムを検討・選択し，最終的に本調査による最終的な尺度項目の確定と，信

頼性および妥当性の検討を行った。

結果　3回の予備調査結果より，2つの因子―「受容」，「志気」―に所属する20項目を選択した。

さらに，本調査結果より，最終的に9項目を選択した。

　信頼性および妥当性の検討として，

　1.　内的構造の確認：主観的QOLの概念規定から，病気に対する受容を前提として，志

気がそのあとに続くモデルを想定して共分散構造分析を行ったところ，モデルの適合度は良

好な水準（Adjusted Goodness of FitIndex（AGFI：修正適合度指標）＝0.925）に達した。

　さらに，主観的QOL尺度での因子分析を罹病疾患の種類別に行った結果，因子別項目は

全データを使った場合と同じ因子構造であった。

　2.　信頼性の検証：主観的QOL尺度の得点について，再テスト法による信頼性係数は，

r＝0.78（95％信頼区間0.72～0.83，n＝226）であり，再現性のある尺度であることを示す結

果であった。また，α係数は0.822と信頼性の高い（内的整合性の高い）ことを示した。

　3.　拡大activities of daily living（ADL）尺度およびself-rating depression scale（SDS）の得

点との相関：主観的QOL尺度の得点とSDSの得点との間には強い負の相関（r＝－0.76：

95％信頼区間－0.82～－0.69，n＝178）があり，ADLの得点との間には中程度の正の相関

（r=0.35：95％信頼区間0.23～0.46，n＝238）がみられた。

　4.　関連要因との相関：性別，年齢階級別と罹病疾患の種類別主観的QOL尺度の得点分

布については，統計学的に有意な相違はみとめられなかった。同様に，主観的QOL尺度の

得点と罹病期間との間には，統計学的に有意な相関（Spearmanの相関係数r＝－0.06：

－0.20～－O.08，n＝198）はみられなかった。

結論　最終的に，9項目で構成される難病患者に共通の主観的QOL尺度が開発された。この主

観的QOL尺度は，「受容」と「志気」からなる主観的QOLの概念を適切に反映し，難病

患者に共通の主観的QOLの測定尺度として構成概念妥当性と信頼性を有するものである。
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